
木曽川の源流　ふるさと木祖村

広 

報
木祖村
イメージキャラクター
“源流の源気くん”

今月の主な内容
平成30年度　木祖村施政方針 2～4P
平成30年度　木祖村の予算 5～7P
行政組織編成表 8P
木祖村消防団任命式 9P
木祖村景観だより №３ 10～11P
空き家になった時のことを
　　　　　考えておきましょう 12～13P
木祖村結婚支援事業を紹介します。 14P
後期高齢者医療保険料について 15P
平成30年4月から
国民健康保険制度が変わります。 16～19P

2018. 4
平成30年４月５日発行 №347

思い出いっぱい、ほいくえん
ありがとう。

　とちのみ保育園の卒園式が３月23日に行
われました。
　みんなで一緒に笑って、泣いて、遊んだ仲
間たち。けんかしたこともあったね。どの思
い出も全部わたしたちの宝物です。楽しかっ
た保育園、ありがとう。一年生になってもが
んばります。
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平
成
30
年
度
は
、
新
た
に
策
定
し
た
木
祖
村
第
5
次
総
合

計
画
に
沿
っ
て
、
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
そ
の
着
実
な
る

推
進
と
、
源
流
の
里
木
祖
村
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
、「
木

祖
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
も
4
年
目
と

な
り
、
仕
上
げ
の
年
と
し
て
確
実
な
る
政
策
推
進
に
特
に
重

点
を
置
く
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
源
流

の
里　

木
祖
村
」
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
、
主
要

な
施
策
、
所
信
等
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

基
本
姿
勢

①　

木
祖
村
第
5
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
源
流
の
里
木
祖
村
」
実
現
の
た
め
「
源
流
の

里
」
を
支
え
る
人
づ
く
り
、
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
事

づ
く
り
、「
源
流
の
里
」
と
し
て
の
魅
力
向
上
、
一

人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
基
盤
づ

く
り
、
安
心
安
全
の
地
域
づ
く
り
、
持
続
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
の
6
本
の
基
本
理
念
を
柱
と
し

ま
す
。

②   「
木
祖
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
4
本
の
基
本
方
針
を
仕
上
げ
の
年
と
し
て
推
進
を

し
ま
す
。

③　

財
政
健
全
化
を
推
し
進
め
な
が
ら
、
国
や
県
に
お

け
る
補
助
施
策
や
制
度
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
活
用

を
し
て
い
き
ま
す
。

④　

連
合
自
治
会
か
ら
の
要
望
や
行
政
懇
談
会
に
お
け

る
意
見
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
推
進

を
図
り
ま
す
。

⑤　

村
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
最
優
先

に
考
え
、
必
要
な
施
策
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
強
く
推
し
進
め
ま
す
。

上
等
を
目
的
に
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
に
努

め
ま
す
。

・
こ
だ
ま
の
森
宿
泊
施
設
の
建
て
替
え
及
び
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
や
夜
間
照
明
設
備
を
新
設
し
、
交
流

人
口
の
更
な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。

・
観
光
産
業
の
更
な
る
推
進
、
充
実
を
図
る
た
め
、

（
一
社
）
木
祖
村
観
光
協
会
へ
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
景
観
形
成
推
進
事
業
を
創
設
し
、
景
観
形
成
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
国
道
19
号
線
沿
い
等
の

危
険
木
や
景
観
支
障
木
の
伐
採
を
し
、
良
好
な
景
観

維
持
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
景
観

に
配
慮
し
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

・
雇
用
対
策
と
し
て
公
共
施
設
周
辺
環
境
整
備
事
業
及

び
緩
衝
帯
整
備
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

・
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
笑
ん
館
、
役
場
庁
舎
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
の
清

掃
業
務
委
託
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
生
産
と
加
工
、
販
売
の
一
体
化
や
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
に
、
県

営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
導
入
に
よ
り
加
工

施
設
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

・「
フ
ァ
ー
ム
木
祖
」
の
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
農
業
用
排

水
施
設
整
備
及
び
農
道
整
備
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・『
和
牛
繁
殖
雌
牛
導
入
補
助
金
』
を
継
続
し
畜
産
農

家
を
支
援
し
ま
す
。

・
繁
殖
雌
牛
自
家
保
留
及
び
Ｅ
Ｔ
産
子
導
入
保
留
補
助

金
、
ま
た
、
乳
用
牛
優
良
雌
判
別
受
精
卵
導
入
補
助

（1）   
「
し
ご
と
」
づ
く
り

  《
村
の
地
場
産
業
並
び
に
観
光
業
商
工
業
を
活
性
化

し
、
若
者
が
村
内
で
働
け
る
場
所
の
確
保
を
目
指
し

ま
す
》

・
木
造
住
宅
新
築
等
補
助
及
び
エ
コ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
源
気
く
ん
型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
、

商
工
振
興
の
た
め
に
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
源
気
く
ん
型
地
域
産
業
活
性
化
事
業
を
継
続
実
施

し
、
村
内
の
豊
富
な
地
域
資
源
や
技
術
を
活
用
し
た

新
商
品
の
開
発
な
ど
、
新
た
な
事
業
展
開
や
優
れ
た

技
術
の
担
い
手
育
成
を
促
進
し
ま
す
。

・
創
業
支
援
の
一
環
と
し
て
『
木
曽
川
源
流
の
里
き
そ

む
ら
創
業
支
援
事
業
』
を
継
続
し
、
夢
を
持
っ
て
起

業
、
創
業
を
考
え
て
い
る
村
民
を
対
象
に
初
期
投
資

の
支
援
を
し
ま
す
。

・
商
工
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
及
び
保
証
料
補
給
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

・『
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
事
業
』
は
返
礼
品
に
木
祖
村

の
特
産
品
等
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
創
設
し
、
販
売
力
の
向

平
成
30
年
度

 
木
祖
村
施
政
方
針
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金
を
継
続
実
施
し
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
を
し
ま

す
。

・
森
林
、
林
業
再
生
の
た
め
の
路
網
整
備
、
搬
出
間
伐

等
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
民
国
連
携
を
踏
ま
え
て
推

進
し
ま
す
。

（2）   
新
し
い
人
の
流
れ

  《
移
住
施
策
を
推
進
し
、
木
祖
村
へ
の
定
住
を
希
望
す

る
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
、
住
環
境
を
整
備

し
、
移
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
》

・
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が
行
う
三
大
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
2
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

新
た
に
2
・
5
㎞
コ
ー
ス
を
新
設
し
「
や
ぶ
は
ら
高

原
は
く
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
」
と
命
名
し
実
施
し
ま
す
。

・
木
祖
村
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
源
気
屋
桜
山
店
」
は

上
下
流
交
流
事
業
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
更
な
る
経

済
交
流
に
つ
な
が
る
よ
う
観
光
協
会
と
連
携
し
、
引

き
続
き
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
川
や
湖
面
を
活
用
し
た
振
興
策
と
し
て
、
信
州
釣
ー

リ
ズ
ム
推
進
事
業
と
連
携
し
て
川
等
活
用
振
興
事
業

を
創
設
し
ま
す
。

・
四
季
型
観
光
資
源
に
つ
い
て
、
様
々
な
情
報
伝
達
媒

体
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
発
信
を
観
光
協
会
と

連
携
し
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

・
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
移
住
ツ
ア
ー
の
開

催
、
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
及
び
広
域
連
携
に
よ
る

移
住
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
名
古
屋
総
合
拠
点
施
設
を
中
核
に
し
た
移
住
対
策
事

業
推
進
の
た
め
、
空
き
家
を
活
用
し
た
『
移
住
体
験

事
業
』
や
移
住
者
へ
の
奨
励
金
、
移
住
後
の
水
道
料

金
を
1
年
間
補
助
す
る
『
移
住
定
住
促
進
事
業
』
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

・
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
継
続
実
施
し
、
新

た
に
東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
連
携
事
業
を
創
設

し
、
若
者
が
木
祖
村
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う

施
策
を
進
め
ま
す
。

・
三
角
土
場
用
地
の
利
用
を
し
、
村
営
住
宅
建
設
に
向

け
た
事
業
を
実
施
し
、
定
住
対
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
空
き
家

改
修
補
助
、
空
き
家
活
用
補
助
、
老
朽
空
き
家
解
体

補
助
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
状
況
確

認
事
業
も
継
続
実
施
し
空
き
家
対
策
の
更
な
る
推
進

を
図
り
ま
す
。

（3）   
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

  《
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
え
、
若
い
世
代

が
安
心
し
て
暮
ら
し
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
目
指

し
ま
す
》

・「
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を
新
設
し
ま

す
。

・
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
の
一
貫
し
た
支
援
を
推
進

す
る
た
め
、
プ
レ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
子
育
て
支

援
事
業
を
継
続
実
施
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
金
、
新
生
児
聴
覚
検
査
助
成
及
び
幼
児
検
診

の
際
の
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
相
談
支
援
も
継
続
実
施

し
ま
す
。

・
新
規
事
業
と
し
て
保
育
所
調
理
室
消
毒
保
管
機
取
替

及
び
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、

保
育
料
軽
減
施
策
、
完
全
給
食
事
業
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
先
生
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
中
学
生
（
2
〜
3
年
生
）
に
対
す
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
新
規
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
小
中
学
校
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
教
育

支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

の
部
活
動
や
平
和
教
育
に
資
す
る
た
め
の
修
学
旅
行

へ
の
補
助
、
小
学
校
の
臨
海
学
習
や
修
学
旅
行
、
中

学
校
の
臨
海
学
習
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

・
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
教
育
の
推
進
と
保
護

者
負
担
軽
減
の
た
め
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る
お
米

の
一
部
に
木
祖
村
産
米
を
活
用
し
公
費
負
担
し
て
継

続
実
施
し
ま
す
。

・
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
開
所
時
間
を
18
時
30
分
ま
で
と

し
、
体
制
強
化
の
た
め
の
嘱
託
職
員
の
配
置
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

・
社
会
教
育
活
動
と
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加

を
募
り
、
米
づ
く
り
体
験
事
業
を
新
規
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

・「
木
祖
村
居
住
希
望
者
奨
学
金
基
金
」
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

・
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
就
学
補
助
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

・
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
校
音
楽
室
に

つ
い
て
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
昇

降
口
前
舗
装
改
修
及
び
プ
ー
ル
の
ろ
過
機
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

・
結
婚
支
援
策
と
し
て
『
源
気
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事

業
』、
結
婚
祝
金
制
度
、
村
内
で
実
施
さ
れ
る
婚
活

支
援
イ
ベ
ン
ト
等
に
支
援
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
ま

た
『
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
』
を
新
設
し
カ
ッ
プ
ル
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の
誕
生
に
努
め
ま
す
。

（4）   
地
域
づ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し

  《
生
活
基
盤
整
備
、
防
災
施
策
を
は
じ
め
と
し
、
生
活

弱
者
へ
の
支
援
や
健
康
を
保
つ
た
め
の
施
策
を
推
進

し
、
全
て
の
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
》

・「
住
民
の
足
」
確
保
の
た
め
ひ
ま
わ
り
号
等
地
域
交

通
に
つ
い
て
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
生
活
弱
者
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
定

期
券
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
と
利
用
範
囲
の
拡
大
を

行
い
、
ひ
ま
わ
り
号
、
た
ん
ぽ
ぽ
号
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
共
通
券
の
発
行
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
免

許
証
返
納
者
に
つ
い
て
、
原
付
自
転
車
ま
で
拡
大
し

引
き
続
き
定
期
券
の
三
年
間
無
料
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
引
き
続
き
配
置
し
、
高
齢
者
が
地

域
で
生
活
し
や
す
い
よ
う
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に

地
域
の
方
々
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
た
め
、
介

護
予
防
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
新
た
な
施
策
に
つ
い

て
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
「
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
創
設
し
ま
す
。

・
検
診
事
業
の
無
料
重
点
年
齢
を
設
定
し
、
検
診
を
受

け
や
す
く
す
る
こ
と
で
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知

り
、
病
気
を
予
防
す
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
無
料
重
点
年
齢
対
象
者
の
う
ち
、
女
性
を
対
象
に
乳

が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
医
療
機
関
で
無
料
受
診

す
る
た
め
の
個
別
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
を
継
続

し
ま
す
。

・
在
宅
で
生
活
し
て
い
て
常
時
お
む
つ
等
必
要
と
す
る

要
介
護
3
以
上
の
方
へ
の
「
お
む
つ
等
購
入
補
助
」

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
木
祖
村
社
会
福
祉
施
設
建
設
の
た
め
の
基
本
設
計
費

及
び
実
施
設
計
費
を
計
上
し
、
順
次
年
次
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
木
曽
広
域
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
に
つ
い
て
、
村
内
ケ
ー
ブ

ル
網
の
光
化
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
）
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

・
小
、
中
学
校
、
保
育
園
へ
防
災
対
策
と
し
て
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
接
続
工
事
を
新
規
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

・
初
年
度
登
録
か
ら
23
年
経
過
し
た
4
分
団
消
防
ポ
ン

プ
積
載
車
の
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

・
防
災
減
災
対
策
と
し
て
、
自
治
会
用
防
災
倉
庫
へ
の

防
災
備
品
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
継
続
実
施
し
ま

す
。

・
小
河
川
防
災
対
策
工
事
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
防
災
対
策
と
し
て
大
平
あ
や
め
池
の
改
修
を
県
営
事

業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
村
道
新
設
改
良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

・
道
路
施
設
点
検
業
務
及
び
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
を
継

続
実
施
し
、
施
設
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

・
味
噌
川
ダ
ム
左
岸
側
道
路
、
村
道
奥
峰
線
1
号
線
法

面
工
事
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

・
良
質
で
安
定
的
な
水
源
確
保
を
す
る
た
め
、
薮
原

（
塩
沢
）
水
源
伏
流
水
化
井
戸
築
造
事
業
を
29
年
度

の
繰
越
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

・
統
合
簡
水
事
業
に
よ
り
薮
原
の
導
水
管
及
び
送
水

管
、
配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
国
の
交
付
金
事
業
を

導
入
し
て
継
続
実
施
し
ま
す
。

（5）   
行
財
政
運
営
の
健
全
化

・
新
地
方
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作
成
と
公

営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う
例
規
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

・
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
策
定
業
務
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

（6）   
国
・
県
の
工
事
関
係

・
国
道
19
号
線
雨
量
交
通
規
制
区
間
の
解
除
及
び
薮
原

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、
協
議
（
要
望
）
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

・
治
山
関
係
に
つ
い
て
は
、
薮
沢
、
鳥
居
峠
、
カ
ル
ト

沢
等
が
計
画
さ
れ
、
国
有
林
で
は
小
ワ
サ
ビ
沢
、
セ

ン
ミ
沢
、
羽
黒
沢
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
砂
防
関
係
と
し
て
初
沢
砂
防
堰
堤
工
事
が
、
ま
た
仏

沢
に
つ
い
て
も
既
存
の
堰
堤
の
大
規
模
改
修
が
引
き

続
き
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
と
し
て
見
山
地
区
は
着
手

予
定
、
見
咲
町
で
は
大
規
模
改
修
が
引
き
続
き
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
県
道
奈
川
木
祖
線
に
つ
い
て
、
し
ら
か
ば
平
別
荘
地

管
理
棟
付
近
及
び
押
出
付
近
に
お
い
て
施
工
予
定
で

す
。

・
緊
急
農
地
防
災
事
業
と
し
て
、
水
路
整
備
を
東
工
区

及
び
五
月
日
工
区
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平成30年度  木祖村の予算
平成30年度の木祖村の当初予算が木祖村議会３月会議で可決されました。

　

平
成
30
年
度
木
祖
村
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

の
合
計
額
は
38
億
８
，
６
２
０
万

円
と
な
り
、
予
算
規
模
と
し
て
は

前
年
度
に
比
べ
7
・
6
％
（
2
億

７
，
２
５
６
万
円
）
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
平

成
27
年
度
に
策
定
し
た
『
木
祖
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
』
の
推
進
に
特
に
重
点
を
置

く
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
会
計
の
状
況
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
は
地
方
創
生
関
連
事
業
や

木
曽
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
の
増

加
に
よ
り
平
成
29
年
度
と
比
較
し

て
、
3
億
５
，
５
２
７
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
医

療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
２
，
３

４
１
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
特
別
会

計
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
31
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
営
水
道
特
別
会
計
は
薮
原
水

源
伏
流
水
化
工
事
な
ど
の
減
に
よ

り
1
億
84
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事

業
の
皆
増
や
単
独
農
業
集
落
排
水

事
業
費
の
増
に
よ
り
76
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

下
水
道
事
業
管
理
計
画
等
策
定
事

業
の
減
に
よ
り
６
３
５
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

【基本分野２】新しい人の流れ
東京農業大学包括連携事業   29万円
川等活用振興事業   225万円
農業インターンシップ事業   34万円
移住定住を促進するための事業   312万円
空き家対策のための事業
　・空き家活用補助金   20万円
　・空き家改修補助金   50万円
　・老朽空き家解体補助金   500万円
村営住宅建設事業   4,822万円
こだまの森施設の維持整備費用   1,277万円
薮原宿にぎわい広場「笑ん館」運営費 　　
　　　　　　　　　　   893万円
地域おこし協力隊事業   1,294万円

【基本分野１】「しごと」づくり
農業（野菜・畜産）経営開始及び
畜産担い手研修生への就農支援   218万円
農業機械（共同利用）購入事業補助金   100万円
加工施設整備、運営、特産品製造支援   250万円
商工産業活性化のための補助事業
　・木曽川源流の里きそむら創業支援補助金   50万円
　・源気くん型地域産業活性化補助金   600万円
地域ブランド認証事業   101万円
プレミアム商品券発行事業   775万円
こだまの森施設整備事業
　・宿泊施設建設事業（ケビン）   3,473万円
　・フットボールコート人工芝化及び
　　夜間照明設置工事   8,074万円
景観形成施策の推進   686万円
障がい者雇用の促進（笑ん館　他）   71万円

  『地方創生』の推進に重点を置きました  『地方創生』の推進に重点を置きました
　今年度の予算は…

平成30年度予算規模
会計区分 平成30年度 平成29年度 増　　減
一般会計 31億   693万円 27億5,166万円 3億5,527万円

特  

別  

会  

計

国民健康保険 3億5,093万円 3億2,752万円 2,341万円
後期高齢者医療制度 4,158万円 4,127万円 31万円
村営水道 1億2,400万円 2億2,485万円 △1億    84万円
農業集落排水事業 9,448万円 9,372万円 76万円
公共下水道事業 1億4,406万円 1億5,041万円 △  　   635万円

合計 38億6,198万円 35億8,942万円 2億7,256万円

※端数処理により合計等が合わない場合があります。
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【基本分野３】
若い世代の結婚・出産・子育て

中学生（2～3年生）に対するピロリ菌検査補助
　　　　　　　　　　　　   4万円
結婚新生活支援事業補助金   30万円
保育所における子育て支援策
　・おじいちゃん先生の配置事業   58千円
　・おあそびサークル購入事業   39万円
　・保育所調理室消毒保管機取替   106万円
　・保育料第3子無料化（影響額）   181万円
プレママサポート事業   387万円
子育て支援ヘルパー派遣事業   46万円
チャイルドシート・ベビーカー購入補助   42万円
村内で開催される婚活イベントへの補助   60万円
子育て支援センター運営費   1,491万円
小児任意予防接種補助事業   76万円
放課後児童クラブの実施   842万円
小学校就学支援体制の構築   87万円
小学校外国語等加配教員の配置   696万円
小学校社会教育（修学旅行・臨海学習）補助
　　　　　　　　　　　　   104万円
小学校施設改修工事
　・音楽室LED化工事   79万円
　・昇降口前舗装改修工事   266万円
　・プールろ過機取替工事   983万円
中学校外国語等加配教員の配置   907万円
中学校社会教育（修学旅行・臨海学習）補助
　　　　　　　　　　　　   303万円
学校給食における木祖村産米の購入   55万円
教育支援事業「コミュニティースクール事業」
　　　　　　　　　　　　   6万円
奨学資金貸付事業（奨学資金・居住希望奨学金）
私立学校等生徒奨学補助金   24万円
満蒙開拓DVD作成（平和教育）   50万円
すくすく倶楽部開催費   132万円
源流図書館管理運営費   435万円

【その他新規事業】
木曽広域連合ケーブルテレビ光化促進事業負担金
　　　　　　　　　　   28,973万円
公共施設個別施設計画策定業務   629万円

【基本分野４】
地域づくり、安心なくらし

健康ポイント事業   6万円

生活習慣の改善推進事業   5万円

社会福祉施設基本設計及び実施設計
　　　　　　　　　　　　   2,107万円

小中学校等Ｊアラート接続工事   508万円

農業施設長寿命化計画個別計画作成業務
　　　　　　　　　　　　   13万円

地域振興バスの運行
（ひまわり号、たんぽぽ号）   2,589万円

要介護者等「生活支援体制整備事業」
　　　　　　　　　　　　   550万円

要介護者へのオムツ等購入補助   60万円

介護予防事業   546万円

各種検診事業の推進   771万円

健康づくり事業の推進   103万円

消防ポンプ積載車更新事業   799万円

自治会防災備品購入補助金   216万円

大平ため池改修事業負担金   645万円

緊急農地防災事業設計委託料   70万円

小河川防災対策工事   400万円

道路施設点検事業   560万円

橋梁長寿命化事業   5,799万円

導水管・配水管工事   3,720万円

道路維持補修事業   2,905万円

冬期道路管理費（除雪・融雪剤散布等）
　　　　　　　　　　　　   4,169万円

村道奥木曽1号線法面工事   1,300万円

村道新設改良事業
　・村道町裏2号線改良事業   1,949万円

　・村道薮沢2号線（仮称）新設事業
　　　　　　　　　　　　   3,600万円

　・村道菅線舗装修繕事業   5,600万円

　・村道五月日西山線改良事業   1,042万円

建物耐震精密診断委託料   64万円

耐震改修工事補助金   200万円
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一般会計歳入

一般会計歳出

〈一般会計歳入歳出総額〉

31億693万円

〈依存財源〉
　国や県から交付されるお金
〈自主財源〉
　村が自ら確保できるお金

その他　9,978万円　3%

国県支出金
2億3,372万円

8%

村 債
6億2,410万円

20%

地方交付税 
9億3,000万円

30%

繰入金等
6億1,689万円

20%

村 税
6億244万円
19%

自主財源
39％

依存財源
61％

消防費
1億1,413万円　4%

農林水産業費
2億1,601万円

7%

土木費
4億3,814万円

14%

公債費
3億7,151万円

12%

民生費
5億1,183万円

17%

総務費
 8億5,692万円

28%

村の地方債（借金）と
基金（貯金）残高の状況
（H29年度末見込）

◆地方債残高
　25億6,783万円
　（村民一人当たり

…87万円）

◆基金残高
　18億3,800万円
　（村民一人当たり

…62万円）

教育費
1億8,717万円

6%

議会費
3,659万円　1%

平成30年度  平成30年度  一般会計当初予算の内訳一般会計当初予算の内訳

予備費　500万円　0%
諸支出金　3,388万円　1%

衛生費
1億782万円　3%

商工費
2億2,793万円　7%
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木
祖
村
消
防
団
任
命
式

木
祖
村
消
防
団
任
命
式

　

4
月
2
日
、
平
成
30
年
度
木
祖
村
消

防
団
任
命
式
が
社
会
体
育
館
で
挙
行
さ

れ
、
御
来
賓
多
数
ご
列
席
の
も
と
、
盛

大
か
つ
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
消
防
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
た
前

団
長
永
井
悦
郎
さ
ん
、
前
副
団
長
小
坂

真
一
郎
さ
ん
、
前
分
団
長
内
山
卓
也
さ

ん
、
松
原
正
司
さ
ん
、
田
中
秀
和
さ

ん
、
青
木
信
賢
さ
ん
が
退
団
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
分
団
役
員
を
は
じ
め
新
入

団
員
に
も
そ
れ
ぞ
れ
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
口
が
減
少
す
る
中
で
す
が
、
新
た

に
10
名
の
基
本
団
員
と
9
名
の
機
能
別

消
防
団
員
が
入
団
し
、
新
入
団
員
を
代

表
し
て
、
児
野
稜
さ
ん
か
ら
力
強
い
新

入
団
員
宣
誓
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
様
々
な
訓
練
を
重
ね

益
々
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

任
命
式
終
了
後
は
、
基
本
動
作
を
中

心
に
春
季
訓
練
が
行
わ
れ
、
平
成
30
年

度
木
祖
村
消
防
団
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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木祖村景観だより木祖村景観だより No.３No.３

　景観形成推進事業により、モデル地区のごみ
ステーションが完成しました。
　信州大学工学部の寺内研究室の皆さんからデ
ザインやコンセプトの提案を受け、設置地区の
皆さんと協議しながらより良いものとなるよう
進めてきました。
　そうした方々の思いがそれぞれのごみステー
ションに込められています。

✦田屋地区（菅）
　このタイプが標準モデルとなります。右側
に生ごみ用のポリ容器が収まり、左側の扉か
ら収集袋を入れます。ポリ容器の上には空間
があり、容器のふたを開けやすいよう配慮し
てあります。

✦出口地区（薮原）
　出口地区の傾斜を利用した設計になってい
ます。生ごみ用ポリ容器を２つ収納できるだ
けの余裕のあるスペースを維持し、後ろの石
崖にも配慮しています。

✦祢宜屋地区（小木曽）
　建物の空きスペースを有効に活用し、建物
と街に溶け込むような雰囲気を出していま
す。中から灯りを灯せば夜間の街の趣が変わ
ります。

✦寺平地区（小木曽）
　これまでのステーションの容量をほぼ変え
ず、色や設計は隣接した建物の雰囲気に合わ
せた設計としました。機能性を施し、人が中
に入れるタイプとしてあります。
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源気くん認定書が交付されました！源気くん認定書が交付されました！
　美しい景観を保つために、まずは日頃から環境美化、景観づくりを行っている団体やグループ、
個人などに自身の活動の自覚を持っていただくことや、また新たに美しい景観づくりに向けた活動
を始める者を増やすなど、村民の意識高揚を図るため、美しい景観づくり活動「源気くん認定」制
度を創設しました。
　その美しい景観づくり活動を認定し、広く周知することで全村に景観づくり活動が広がり、住民
のみならず観光客にも美しい景観を五感で体感してもらうことができます。
　源気くん認定書が下記団体に交付されました。

認定登録第１号　　NPO法人　木曽川・水の始発駅

長年実施されてきた木曽川「水の始発駅」の草刈りや、植栽等の河川環境整備の功績が認められ、
このたび認定登録第１号に認定されました。

認定登録第２号　　奥木曽グリーンリゾート株式会社

こだまの森の美しい環境づくりの一環として、毎年600本から700本の植栽を会社設立以来10年
間続けてきた功績が認められ、このたび第２号に登録されました。
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空き家空き家にになった時なった時ののことことをを
考えておきましょう考えておきましょう

　住宅は世代交代などで空き家に　住宅は世代交代などで空き家に
なることがあります。なることがあります。
　空き家を放置すると様々な問題　空き家を放置すると様々な問題
が生じ、持ち主だけでなくご近所が生じ、持ち主だけでなくご近所
にも大きな影響を与えます。にも大きな影響を与えます。
　空き家を適切に管理することは所有者の責任であり、外壁の剥離、瓦の落　空き家を適切に管理することは所有者の責任であり、外壁の剥離、瓦の落
下、飛散など所有している建物が原因で他人に損害を与えた場合は損害賠償責下、飛散など所有している建物が原因で他人に損害を与えた場合は損害賠償責
任を負う場合もあります。任を負う場合もあります。
　空き家になった際に適切な管理が出来る様、住んでいる時から権利関係や登　空き家になった際に適切な管理が出来る様、住んでいる時から権利関係や登
記の変更、相続について早めに準備することも大切です。記の変更、相続について早めに準備することも大切です。

　　税制措置税制措置　　
空き家の発生を抑制するための特例措置（空き家の譲渡所得の3,000万円特別控除）
相続日から起算して３年を経過する日の属する年12月31日までに、居住用の住宅
を相続した方がその住宅または取り壊した後の土地を譲渡した場合、譲渡所得から
3,000万円を特別控除します。

　県の取り組み　　県の取り組み　
あんしん空き家流通促進事業
居住を目的として売買する住宅でインスペクション（既存住宅現況調査、専門家が住
宅の劣化状況等について調査を行い補修すべき点などを客観的に診断）と瑕疵担保保
険（売買された中古住宅に欠陥が見つかった場合に補修費用等の保険金が支払われる
保険制度）の費用の一部を助成します。

空き家に対する措置として、国や県、村でも様々な制度を整えています。
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　村の取り組み　　村の取り組み　
空き家対策事業補助金
空き家有効活用と老朽化した空き家の危険防止のため、平成28年度より補助事業を
実施しており、平成30年度も継続します。
　①空き家活用事業補助金
　空き家バンクに登録されており、５年以上の賃貸住宅として使用可能又は売却可
能な物件に対して清掃や家財道具の運び出し等の費用について補助します。
補助率８/10（上限10万円）

　②空き家改修事業補助金
　空き家バンクにより住宅を取得、賃貸した利用者向けに村内施工業者の実施する
居住用の改修をするための工事費用について補助します。
補助率５/10（上限50万円）

　③老朽空き家対策事業
　村内施工業者の実施する、建て替えを目的とした解体以外の空き家の解体につい
て工事費を補助します。
補助率８/10（上限50万円）

※これらの補助を利用される場合は、事前に木祖村役場総務課へご相談の上、利用の
検討をしてください。工事着手後の申請や廃材を個人で処分された場合など、補助
の対象とならない場合があります。

現在までの補助実績
　空き家活用事業補助金　　２件利用
　活用事業を実施した２件の住宅は、空き家バンクを通し現在も賃貸契
約が行われています。

　
空き家改修事業補助金　　１件利用
　空き家バンクを通じて売買があった住宅について、改修の補助金を支
出しています。

　老朽空き家対策事業補助金　14件利用
　危険な空き家となる前の対策として、現在までに14件の空き家が解
体されています。

空き家バンク制度
村が空き家の売買や賃貸に関する情報提供を受け、それらの物件情報を公開し、希望
者に紹介し移住・交流希望者等の住宅確保を支援する制度です。
現在までに22件（内、土地のみ１件）の登録があり、11件が賃貸や売買などに結び
付いています。
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新たに夫婦となる２人の門出をお祝いし結婚祝金・祝品を支給します。結婚して村に１年以上居
住する夫婦については１組10万円、村に５年以上居住していた方で婚姻により転出する方につ
いては１万円相当の祝品を支給します。その他要件がありますので詳細については役場住民福祉
課（0264-36-2001）までお問い合わせください。

２  結婚祝金・祝品支給事業結婚祝金・祝品支給事業

結婚して木祖村で新生活を開始する所得の少ない新婚世帯を支援するため住居費及び引越費用の
一部を30万円を上限に補助します。要件等詳細については役場住民福祉課までお問い合わせく
ださい。

４  木祖村結婚新生活支援事業木祖村結婚新生活支援事業

職場と自宅の往復で出会いがないと感じている…そろそろ結婚について考えたい…そんな方を支
援するため塩尻市にあるベストパートナーへ委託し結婚支援事業を行っています。登録料及び会
費、成婚料は一切かかりません。登録者の方のプライバシー保護のため、ベストパートナーから
村へ個人情報は一切入りませんので安心してご利用いただけます。
20歳以上の独身者で、次のいずれかに該当する方であればどなたでも無料で結婚に関する相談
やお相手の紹介、お見合い、イベント情報の配信等ご利用いただけます。
登録要件

１  源気出会いサポート事業源気出会いサポート事業

・木祖村に在住する方又は木祖村に在勤する方
・結婚後木祖村又は木曽郡内に移住が可能な木曽郡内近隣市町村、姉妹都市の方
・木祖村出身の方

詳細はベストパートナー（0263-88-3058）へ直接お問い合わせください。

村民のみなさんに出会いや交流の場を提供する機会を創出するイベント等に対して補助金を交付
します。
（例）

３  木祖村結婚支援補助金交付事業（イベント補助金交付事業）木祖村結婚支援補助金交付事業（イベント補助金交付事業）

・男女の交流を促すイベント
・交際力を高める講座、セミナーの開催 
・文化・スポ－ツ活動などを介した男女が集まるイベント　等

１回５万円を限度として補助対象経費の全額を補助します。対象経費は参加者１人につき2,000
円以下の参加費、講師の謝礼・交通費、消耗品代、会場の使用料などです。
個人や村内企業、飲食店等木祖村に住所がある方・団体であれば申請可能です。
こんなイベントをやってみたい、セミナーを開催してみたい…等ありましたら、役場住民福祉課
までご相談ください。

木祖村結婚支援事業 を紹介します！
　木祖村では結婚を希望する方や、結婚して新たな生活を始められる方を　木祖村では結婚を希望する方や、結婚して新たな生活を始められる方を
応援するため以下の結婚支援事業を行っています。応援するため以下の結婚支援事業を行っています。
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❖ 後期高齢者医療保険料が決まりました

❖ 保険料軽減特例措置の段階的見直し

後期高齢者医療保険料について

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計を基に２年ごと改定されま
す。平成30・31年度の保険料率は、平成28・29年度の保険料率の据置きとし、長野県後期高齢
者医療広域連合議会２月定例会の議決を
受け、次のとおり決まりました。
　後期高齢者医療保険料は、後期高齢者
医療制度の財政を安定的に運営するため
のものです。
　みなさまのご理解とご協力をお願いい
たします。

　後期高齢者医療制度の持続性を高めるため、世代間・世代内の負担の公平を図り、負担能力に応
じた負担を求める観点から、保険料軽減特例の段階的見直しが平成29年度から実施されています。

● 低所得に係る所得割額の軽減特例の段階的見直し
　基礎控除後の総所得金額が58万円以下（年金収入で211万円以下）の被保険者に係る所得割
額の軽減特例は、平成30年度以降はありません。
　なお、上記の総所得金額が０円（年
金収入で153万円以下）の場合は、引
き続き所得割額はかかりません。

● 元被扶養者に係る均等割額の軽減特例の段階的見直し
　後期高齢者医療制度の資格取得直前に被用者保険（市町村国民健康保険、国保組合を除く。）
の被扶養者であった被保険者に係る均等割額の軽減特例は、平成30年度は「５割軽減」、平成
31年度以降は「資格取得後
２年間に限り５割軽減」とな
ります。なお、所得割額は引
き続きかかりません。

改　正　後 改　正　前
均 等 割 額  40,907円  40,907円
所 得 割 率    8.30％    8.30％
賦課限度額 620,000円 570,000円
＊ 保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。

※ 保険料額の上限となる賦課限度額は、平成29年度は57万円でした。

保険料は、 加入者全員が負担する 「均等割」 と、 前年の所得に応じて負担する 「所得割」 の合計額です。

均等割額
40,907円 ＋ 所得割額

（前年中の総所得金額等－33万円） × 8.30％ ＝ 一人当たりの保険料額
（限度額62万円※）

　国民年金の保険料は毎年改定されます。
　平成30年度は前年より150円引き下げられ、次のとおりです。

　毎月の保険料は、毎年４月上旬に日本年金機構から送付される「納付書」で翌月末までに納
付をお願いします。納入窓口は金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエンスストア
となっています。

平成30年度の国民年金保険料額について

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度以降

９割軽減 ７割軽減 ５割軽減 ５割軽減
（資格取得後２年間）

平成28年度 平成29年度 平成30年度以降
５割軽減 ２割軽減 軽減はありません

平成30年度　国民年金保険料　　　月額　16,340円
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国民健康保険制度が
変わります。

平成30年 4月から

国保制度の何が変わるの？
県も財政運営の責任主体として、市町村とともに 
国民健康保険を運営します。

そもそも、国保ってなあに？

今まで市町村ごとだったお財布を県のお財布にまとめて収入・支出を管理します。

皆様が安心して医療にかかることができるようにする
ための仕組みです。

今まで

市町村 市町村

国
援
支
政
財

県

国

新たな
仕組み

これか
ら

納付金の納付医療費の支払い

各医療機関
国保加入者

医療サービス

各市町村

保険料
納付医療費の

支払い

各医療機関
国保加入者

医療サービス

保険料
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財政運営の仕組みを変えると
どのようなメリットがあるの？

康
健

に
り
く
づ

取
り
組

と
む

料
険
保

が

抑

す
ま
れ
ら
え

下記のとおり、加入者の方々の身近な窓口は変わりません。
平成30年4月以降も引き続きお住まいの市町村です。

そのほかに加入者からみて何か変わるの？

今回の制度変更で県単位で国保を運営することにより、 
保険料負担の急な増加リスクを軽減することができます。

県県

保険料の急な増加のおそれを軽減できます。

健康づくりへの取り組みを
積極的に行います。

県内加入者間の負担の公平化を図ることができます。

国保の加入者にはどんな影響があるの？

「長野県」が表記

高額療養費の回数カウントが引き継がれる

下記の影響があります。

料
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【同一所得、同一世帯構成の1世帯当たり保険料額のイメージ】

保険料は変わるの！？
保険料負担が大きく増加または減少する場合があります。
将来的に、県内どこでも同じ所得の方の保険料負担を同じ 
水準にしていく（負担の公平化を実現して行く）ためです。

※保険料率の設定は新制度になっても市町村ごとに決めるため、同じ県内でも市町村ごとに
保険料率は異なります。

急激に保険料負担が上がらないよう、県・市町
村で配慮

今までの
負担額

実際の
負担額

負担増加の
抑制額

制度変更後

制度変更前

額
担
負
の
後
一
統

B町 B町

保険料はいつ県内で統一されるの？
すぐには統一せず、保険料負担の急な増加を抑えながら
統一を目指すこととしています。

を
分
部
の
こ

く
ら
ば
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担
負
が
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。
す
ま
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今まで
同じ所得、同じ世帯員数でも住む市町村が
異なれば、保険料額はバラバラでした。

A市 B町 C村 D村

将来的には
県内どこの市町村でも、同じ所得、同じ世帯構成
の世帯は同じ保険料となることを目指します。

A市 B町 C村 D村

額
料
険
保
じ
同

。
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す
に

額
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の
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お問い合わせ先

長野県健康福祉部国民健康保険室

☎ 　
お住まいの市町村

健康づくりに取り組みましょう
医療費を抑制することは、保険料の抑制につながります。
国保は加入者の年齢層が高く、一人当たり医療費が高い。

【長野県市町村国保総医療費】

億円

年 年 年（推計）

億円

億円

康
健

り
く
づ

事
大

！

【加入者一人当たりの医療費】
円

円
円 円

円 円

長野県国保

協会けんぽ
（長野）

年 年 年
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高齢者特殊詐欺被害防止装置購入費補助金のご案内
　「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」などの特殊詐欺は電話を介して、金銭をだまし取られると
いった被害が多発しております。
　木祖村では、高齢者を特殊詐欺から守るため、振り込め詐欺などの電話を受けにくくする効果の
ある、特殊詐欺被害防止装置の購入補助金を交付します。

【対象機器】
　⑴　固定電話に接続する自動応答録音装置

お手持ちの電話機に取り付ける装置で、通話内容を録音します。
電話着信時に通話内容を録音することを相手に伝える「事前予告機能」がついている機種が
補助金の対象です。

　⑵　固定電話に接続する自動着信拒否装置
お手持ちの電話機に取り付ける装置で、悪質業者の電話番号を自動で判別し、着信を拒否し
ます。
※自分で迷惑電話番号を登録するタイプの物は補助対象になりません。
※別に番号表示サービス（ナンバー・ディスプレイ）の契約が必要となります。
※番号表示サービス（ナンバー・ディスプレイ）の加入料、維持管理料はご利用者負担とな
ります。

　⑶　特殊詐欺等対策機能付電話機
自動応答録音装置または自動着信拒否装置の機能がついている電話機が補助金の対象です。
両方の機能がついている電話機もあります。

【対象者】
　⑴　65歳以上の村民が居住する世帯
　⑵　他の同様の補助制度を受けていない者
　⑶　その他、特に上記補助金を認める者　

【補助金額】
　購入費の２分の１以内（上限6,000円）100円未満　端数切捨て

【申請方法】
　商品購入後３か月以内に、以下のものをお持ちになり、申請してください。
　⑴　交付申請書（窓口でご記入いただくこともできます。）
　⑵　領収書（商品名、購入金額、購入日及び販売店が明記されているもの。）
　⑶　申請者の印鑑
　⑷　購入機器の機能がわかるパンフレットまたは説明書
　⑸　装置を設置したことが確認できる写真

【お問い合わせ】
　木祖村役場住民福祉課消費者係　電話番号：0264-36-2001　FAX番号：0264-36-3344
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平成30年度障がい者の主な催し物について
　平成30年度の障がい者の主な催し物について、お知らせいたします。
　是非参加してみたい！詳しいことが知りたい方は、役場住民福祉課福祉係（TEL 36-2001 
Fax 36-3344）まで連絡願います。

　　木曽地域障がい者スポーツ交流会　平成30年６月９日㈯　大桑村スポーツ公園
　　長野県障がい者スポーツ大会　　　平成30年９月９日㈰　松本平広域公園他
　　長野県障がい者文化芸術祭　　　　平成30年９月中旬　　安曇野市

　その他長野市にあります長野県障がい者福祉センター（通称サンアップル）のホームページ等
にも様々な催し物が掲載されています。

木祖村紙おむつ類購入費助成金について
　木祖村では、在宅で生活している重度の要介護状態にある方が、常時、紙おむつ類を必要とする
ことになった場合に、紙おむつ類を購入する費用について助成しています。

対象となるのは、村内に住所を有し、在宅で生活している方のうち、要介護認定で要介護３以上の
認定を受けていて、常時、紙おむつ類を必要とする方です。紙おむつ類とはテープ式おむつ、リハ
ビリパンツ、尿取りパッド等のことをいいます。
また以下の場合は対象になりません。
　＊紙おむつ類以外を購入した分。
　＊入院時・入所時に使用する紙おむつ類を購入した分。
　＊村税等村へ支払うべき分担金、使用料等に滞納がある方。

助成額は、要介護認定者１人につき、年間３万円を限度とします。
　＊年間とは、４月１日から翌年３月31日までです。
　＊紙おむつ類の購入費は医療費控除の対象になりますが、村の助成金は控除対象額から差し引か
れます。

申請には申請書類や購入時の領収書が必要です。詳細や不明点は高齢者福祉係にご相談ください。

役場　住民福祉課　☎36-2001

福祉係からのお知らせです福祉係からのお知らせです
　村内の障がいをお持ちの方々が、地域の中で障がいのある人もない人も、お互いに暮らしやすい
社会生活ができるように考えたり、支えあいながら作っている団体が２つあります。
　木曽郡や長野県の障がい者スポーツ大会に参加したり、それぞれの団体で、交流会などをして仲
間づくりをしています。まだ加入されていない方はぜひ参加してみませんか。

木祖村身体障がい者福祉協会　　　　　木祖村手をつなぐ育成会

詳しくは役場　住民福祉課　☎36-2001

木祖 木祖
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問い合わせ事務局　　木曽広域連合健康福祉課　電話 0264-23-1050
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I P 電話 ＊＊23-1050

　一人暮らしの高齢者の方が、日常生活を安全に安心して過ごしていただけるよう、緊急通報シス
テムを設置するサービスの提供をしています。

　● サービスの内容
　　急病や事故など緊急事態が発生した時に、迅速な救援体制がとれるシステムです。
　　ご自宅に緊急通報装置を設置し、通報や異常があった際に緊急通報を受信したコールセンター
から、必要に応じて協力員に連絡をしたり、救急車の要請を行うものです。

　　その他、安否確認センサーにより一定時間動きが無いなど異常があった場合にも、通報が入り
ます。24時間365日、お一人暮らしの方の日常生活の見守りを行います。

　● 対象となる方
　　65歳以上で、一人暮らしの方
　　その他、村長が必要と認めた方
　● ご利用料
　　月額250円
　● その他
　　協力員として、ご近所やご親族の方など３人登録していただきます。
　　対象者に該当しない方でも、利用料や設置費などは全額自己負担となりますが、同じように利
用することができます。

　● お申し込み・お問い合せ
　　木祖村役場 住民福祉課　電話36-2001

　木曽病院・木曽地域の医療を守る会は、一人でも多くの方に木曽地域の医療の状況を知って
もらい、医療機関、医療関係者と情報を交換することにより、木曽地域の医療に対する理解を
深め、住民自ら木曽病院、木曽地域の医療を守り、日頃から自分の健康管理をし、お互いに協
力し合いながら木曽地域の医療を守る活動をしています。

　このような活動やその存在そのものが、木曽地域の医療の未来を守っていくことにつながり
ます。
　現在の会員数は約10,700名で、木祖村でも約1,000名の方に会員になっていただいており
ます。まだ未加入の方は木曽病院入り口に申込用紙がありますので、ぜひご加入お願い申し上
げます。

緊急通報サービス事業のご案内緊急通報サービス事業のご案内

木曽地域の大切な医療をみんなで応援しよう木曽地域の大切な医療をみんなで応援しよう
～木曽地域の医療を守る会　会員募集中～～木曽地域の医療を守る会　会員募集中～
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ごみゼロ運動のお知らせごみゼロ運動のお知らせ

狂犬病予防注射のお知らせ狂犬病予防注射のお知らせ

　例年行っております『ごみゼロ運動』を実施します。地域の美化活動に皆さまのご理解ご協力を
お願いします。

犬を飼育されている方には、犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。
春の集合注射日程は次のとおりです。
●日程　５月24日㈭  ５月31日㈭
　　　　　保健センター  9：30～10：00 　保健センター 13：30～13：50
　　　　　林業会館 10：10～10：20 　林業会館 14：00～14：10
　　　　　菅公民館 10：30～10：40 　菅公民館 14：20～14：30
　　　　　小木曽北部公民館 11：00～11：20 　小木曽北部公民館 14：50～15：00
　　　　　奥峰リゾート休憩所 11：30～11：40 　老人福祉センター 15：10～15：20
　　　　　老人福祉センター 13：00～13：20
　　　　　藁原生活改善センター 13：30～13：40
　　　　　青年の家 13：50～14：00
●料金　　予防注射 2,950円 ＋ 交付手数料 550円 ＝ 3,500円
　　　　　登録の場合…登録手数料 3,000円が別途必要です。
※登録済みの飼主の方は、ハガキを持参してください。
※訪問注射をご希望の場合は、事前に役場までご連絡ください。

役場　住民福祉課  環境・衛生係　☎36-2001

実 施 日  ４月22日㈰　午前６時30分から （地区により、実施日が変更となる場合があります。）

実施区域  村内全域 … 各自治会区域及び河川敷、県道、村道等（国道は歩道のみ）

実施方法  •各家庭より１名以上の参加をお願いします。
　　　　　　•自治会ごとに地区内の清掃をお願いします。
　　　　　　•河川敷についても、各区数名出ていただき実施してください。

ごみ集積場所  吉田地区 …… 林業会館
　　　　　　　　菅地区 ……… ２区向村橋付近、菅公民館、菅北部集会所、４区公会所
　　　　　　　　　　　　　　  スキー場ミニサービスステーション
　　　　　　　　薮原地区 …… 村民センター駐車場県道側、社会体育館前
　　　　　　　　　　　　　　  上獅子屋台小屋前、藁原生活改善センター
　　　　　　　　小木曽地区 … ねぎや （12区公会所）、13区公会所、十王ごみステーション
　　　　　　　　　　　　　　  15区公会所、奥峰リゾート休憩所、17区公会所
　　　　　　　　　　　　　　  小木曽北部公民館、柴原生活改善センター

注意事項  •ごみ袋は各世帯へ１枚ずつ配布します。
　　　　　　•燃えるごみ・びん類・缶類の３種類に分別してください。
　　　　　　•環境美化活動ですので、家庭のごみは出さないでください。
　　　　　　•道路筋の作業は危険ですので車など特に注意してください。
　　　　　　•河川の作業については、増水時は中止してください。
　　　　　　•粗大ごみ、タイヤ、バッテリー、家電４品目（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコ

ン）等の不法投棄がある場合は役場までお知らせください。
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ひまわり号  及び  たんぽぽ号
「学生用定期乗車券」を販売しています！
　 年間２０，０００円 のご負担で、全てのひまわり号（冬期間の観光路線を含む）及
びたんぽぽ号に乗車できる学生用定期券について、平成30年度分も下記のとおり
販売しています。
　これまでご利用いただいた学生の保護者の皆様からは、「毎日の送迎の負担軽減
になった」、「送迎時の安全が確保された」、「乗る度に100円玉を用意する手間がい
らず、朝の忙しい時に便利」というような感想をいただいています。
　まだご購入でない方は、お早めにご購入ください。

その他、福祉定期券やたんぽぽ号・福祉タクシー共通チケットの販売も行っていま
す！詳細は、３月22日㈭に配布しました全戸配布文書をご覧ください。

● 申込期間　  ３月16日㈮ ～ ４月13日㈮
● 有効期間　  平成30年４月１日～平成31年３月31日
● 金　　額　  20,000円（税込）
● 申込場所　  役場総務課（平日：8：30～17：15）
● そ  の  他  　・対象者は、高校・大学・専修・各種学校の生徒です。
　　　　　　　・申込の際、印鑑と学生証または合格通知書（写し可）

をご持参ください。
　　　　　　　・平成29年度に定期券を購入された在校生で、学校の

変更（転校等）がない場合は、新たに学生証の提示は
不要です。

　　　　　　　・新入生の方は、合格通知書または学生証（写し可）を
ご持参ください。

お問い合わせ　　木祖村役場総務課（担当：湯川）　TEL ＊＊36-2001
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駅からのお知らせ

　日頃より藪原駅をご利用いただき誠にありがとうございます。
　ご存知のとおり駅の業務につきましては村民の皆様の利便性を確保する為、ＪＲから
村が委託を受けて乗車券などの販売を行っております。
　村民の皆様に乗車券等をお買い求め頂ければ藪原駅の営業取扱収入も増加し、木祖村
の収入財源にもつながって参ります。
　村民の皆様から多くのご助力をいただいておりますが、更なるご支援ご協力をお願い
申し上げます。

○３月17日㈯より時刻が改正されましたが○３月17日㈯より時刻が改正されましたが
　藪原駅の発時刻は変更ありません。今まで通りご利用ください　藪原駅の発時刻は変更ありません。今まで通りご利用ください

★ 乗車券・特急券・寝台券・指定席券は（ＪＲ線）全国どこでも発売致します。
★ 継続される通勤・通学定期券は２週間前から購入できます。
★ 「青空フリーパス」（名古屋方面）などのお得な切符を販売しております。
※土曜・休日及び年末年始（12月30日～１月３日）の間指定の区間内で１日利用できるフリー
パスです。詳しくは駅窓口へお問い合わせいただくか、ＪＲ東海ホームページをご覧下さい。

★ 藪原駅以外の駅からの乗車券もご購入いただけます。
★ この他、切符に関しまして何かございましたらお気軽に藪原駅へご連絡下さい。

藪原駅営業時間
午前 7：10～午後 3：50（年中無休）
※11：30～12：30は駅員不在となります

藪　　　原　　　駅　　３６－２０４４
木祖村役場  商工観光課　　３６－２００１
（一社）木祖村観光協会　　３６－２５４３

乗車券のお求めは藪原駅で!!

吉田地区　木曽川沿いの桜吉田地区　木曽川沿いの桜
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やぶはら高原イベント実行委員会からのお知らせ

● やぶはら高原渓流釣り大会　① 一般向け釣り大会   ６月２日㈯～３日㈰
　 　　　　　　　　　　　　　② 子ども向け釣り教室   ６月９日㈯

● 第31回やぶはら高原 はくさい マラソン大会   ７月８日㈰

● 第32回全国日曜画家中部日本展   10月６日㈯～14日㈰
  （作品申込締切　８月31日㈮まで）

平成30年度の主なイベント予定

やぶはら高原渓流釣り大会
① 一般向け渓流釣り大会
普段、なかなか釣りをする機会がない方、
参加してみてはいかがでしょうか。
２日間とことん釣りを楽しんでください！

　　日　　時：６月２日㈯～３日㈰　※２日間有効
　　時　　間：午前７時～（受付は６時15分～）
　　大会区域：花の木橋～蒲沼橋下流堰堤まで　※餌釣りのみの開催です。
　　参  加  費：事前申込の場合　　　　当日申込の場合
　　　　　　　大　　人  4,000円　　大　　人  5,000円　※村民の方は参加費半額で
　　　　　　　小中学生  2,000円　　小中学生  2,000円　　参加できます ! !
※一般向け釣り大会参加者のみ大会当日午前７時～翌日終日の間、上記大会区域内で釣りが可能です。　
マナーを守り釣りを楽しんでください。

② 子ども向け釣り体験
大人気イベント！
釣りの経験がないお子さん、川での釣りに向けて自信を
つけたいお子さんなど、お待ちしています ! ! 竿から伝わ
る魚の手ごたえを楽しんでください。

　　日　　時：６月９日㈯
　　時　　間：午前９時30分～午後２時頃（受付は９時～）
　　場　　所：こだまの森渓流釣り場
　　対  象  者：小学生（１，２年生は保護者同伴とします。）
　　そ  の  他：教育委員会と共催し、すくすく俱楽部「釣り教室」としても募集します。
　　参  加  費：1,500円

申込期間：３月28日㈬～５月18日㈮
申込方法：往復はがきまたは、
　　　　　木祖村観光協会ホームページ（http://www.vill.kiso.nagano.jp/kankou/）から
　　　　　　※すくすく俱楽部以外の方、一般釣り大会参加希望の方はこちらの方法でお申込みください。

平成30年度もイベントを開催いたします。村民の皆様のご参加を心からお待ちしております。
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主催：やぶはら高原イベント実行委員会（木祖村・木祖村商工会・木祖産業協同組合・JA木曽木祖支所）・木曽陸上競技協会
共催：木祖村体育協会・木祖村交通安全協会・木祖村公民館・やぶはら高原走ろう会・やぶはら高原スキー場組合・こだまの森
協力：（一社）木祖村観光協会・木曽警察署・水資源機構味噌川ダム管理所・木曽森林管理所薮原森林事務所・木曽消

防署北分署・（株）スミ設備・（有）ふうりのさと
協賛：木曽土建工業（株）・（株）湯川酒造店・奥木曽グリーンリゾート（株）・中山・辻・加藤法律事務所・武井一男税理士事務

所・東海地区木祖村人会・白鳥庭園
後援：長野陸上競技協会・中信地区陸上競技協会

RUNTES（http://runnet.jp/）からもお申し込みが可能です。

写真提供：オールスポーツコミュニティ
http://allsports.jp/

（公財）木曽三川水源地域対策基金の助成を受けて開催しています。
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　２月17日㈯、やぶはら高原スキー場にて
「ゲレンデスノーシュー体験」「キャンドルを囲
んでお食事」等のイベントを開催しました。
　あいにくの天候のため星空観察はできません
でしたが、多くの皆さんの御協力の元、冬の資
源を活用した新しい企画を行うことができまし
た。キャンドルの灯や人の温かさ、ぬくもりが
感じられた幻想的な一夜でした♪

木祖村観光協会ニュースレター

４月28日㈯、村内の桜の見ごろに合わせて「木祖村春まつり」を開催します！

☆ＪＲ東海さわやかウォーキングの受入れ
　　コース：奈良井駅～鳥居峠～日野製薬工場見学～薮原宿～藪原駅
　　時　間：朝８時30分～受付スタート（奈良井駅）

☆桜のフォトウォーク
　　内　容：村内の桜撮影ポイントを巡りながら撮影講習会を実施！
　　参加費：お一人2,000円（昼食代ほか）　※要予約

☆東海地区木祖村人会バスツアー受入れ

☆薮原宿場内などでのマルシェ開催！
　　宿場内などの商店や笑ん館などで、美味しい楽しい出店を予定しています！

　詳しくは今後配布しますチラシや観光協会ホームページをご覧ください♪
　当日、薮原町並みは歩行者が多くなりますので車両通行や駐車には十分ご注意願います。

木祖村春まつり開催します ♪ （一社）木祖村観光協会主催

やぶはらナイト開催しました ♪

　３月３日㈯～４日㈰、知多市の梅まつりに
参加してきました。当日は多くの来場者へ向
けて、愛知用水の水源地である王滝村と合同
で特産品の販売や、唐澤村長と源気くん、木
祖村観光大使いっせーによるステージでの観
光ＰＲも行ってきました。

知多市梅まつりに参加 ♪

夜のゲレンデに夜のゲレンデに
100個以上のアイスキャンドルが灯されました100個以上のアイスキャンドルが灯されました

知多市長、木祖村長と共に知多市長、木祖村長と共に
源流の源気くん、いっせーもステージでＰＲしました♪源流の源気くん、いっせーもステージでＰＲしました♪

ぜひご参加ください！
ぜひご参加ください！
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なごやいんふぉ～木祖村名古屋総合拠点施設からの情報をお届けします～

　１月24日㈬、名古屋市立白水小学校木曽川雪交流を
実施しました。今回も木曽川源流に降り積もった雪約
40ｔを運搬し、地元の関係者約60名の皆さんの御協力
をいただき高さ２ｍ、長さ20ｍの滑り台を作りました。
木祖村観光大使「いっせー」も児童の皆さんと一緒にソ
リや雪遊びを楽しみました。
　この事業は名古屋市の㈱スミ設備や㈲ふうりのさと
等、多くの企業や団体の皆さんの御協力をいただき、雪遊びを通じて名古屋の水源の一つである木
曽川源流の里木祖村と水の大切さを学んでいただく場として実施しております。

東東海海地地区区東東海海地地区区
2018年新年会、盛大に開催されました☆2018年新年会、盛大に開催されました☆

　１月28日㈰、名古屋市内にて「東海地区木祖村人会2017年新年会」が会員、来賓多数参加
のもと盛大に開催されました。今回は清酒木曽路の樽酒をご提供いただき、美味しい料理を囲
みながら大盛り上がり！木祖村特産品が当たる抽選会も盛大に行われ、木祖村と東海地区を繋
ぐ人同士楽しい交流の場となりました。

東海地区木祖村人会 第７回交流バスツアー☆彡東海地区木祖村人会 第７回交流バスツアー☆彡
　木祖村春まつりに合わせ、平成30年４月28日㈯開催！ 乞うご期待！

木曽川“雪交流”実施しました★

雪の滑り台を楽しみました♪雪の滑り台を楽しみました♪

木祖村観光大使いっせーと記念撮影♪木祖村観光大使いっせーと記念撮影♪

初披露となった長野県産材スギの樽酒初披露となった長野県産材スギの樽酒

大勢の関係する皆さんの御協力により滑り台が完成♪大勢の関係する皆さんの御協力により滑り台が完成♪

ふるさと大使 岩田さんからの乾杯のご発声でスタート！ふるさと大使 岩田さんからの乾杯のご発声でスタート！
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※１　人口は、H29.4.1現在住民基本台帳人口（2,988人）による。
※２　基礎的財政収支（プライマリーバランス）

村債などの借金を除いた歳入と、過去の借金の元利償還金を除いた歳出の差のこと。赤字にな
ると借金をしなければ必要な事業を行うことができないという状態

●本村の総資産は179億9,152万円でその83％が公共建物、道路、橋等の有形固定
資産

●資産形成のための現世代が負担した比率は83％
●将来世代負担が必要な負債合計は30億3,463万円（17％）
●村民１人当たり※1 の資産は約602万円、負債は約102万円
●経常行政コスト25億3,353万円　うち受益者の負担は４％、残りは村税などで
補っています。

●村民１人当たりの経常行政コスト（行政サービスに係る経費）85万円
●純資産（資産から負債を差引いた額）は平成26年度に比べ25億1,966万円
（83％）増加
●基礎的財政収支（プライマリーバランス） ※2 は2億554万円の黒字

村の普通会計「財務４表」からのポイント

主要財政指標（普通会計）
平成27年度 平成28年度
木祖村 木祖村

財政力指数 0.35 0.35 
市町村の財政力を示す指数で、「１」あるいは「１」を超えるほど、財政力
に余裕があるとされている。
地方交付税の規定により算出した「基準財政収入額」を「基準財政需要額」
で除した数値の３年間の平均をいう。

経常収支比率 83.0 79.8 

財政構造の弾力性（余裕）を示すもの。歳出のうち人件費や物件費、公債
費など毎年必ず支払う経費を「経常経費」という。また、村税や地方交付
税など毎年常に入ってくる財源を「経常一般財源」といい、使い道が自由な
経常一般財源から経常的経費に当てられる割合が「経常収支比率」となる。
70％以下が望ましい。

実質
公債費比率

5.7 5.6 
平成18年度から導入された新しい財政指標。従来の起債制限比率の算定に
おいては対象とされていなかった公営企業会計の公債費に充当した繰出金
や、一部事務組合の公債費に係る負担金等を含め、実質的な公債費が標準的
な財政規模に占める割合を示したもの。18％以上は起債許可が必要となる。

将来負担比率 ― ―
財政健全化法で新たに規定された指標で、標準財政規模に対する将来負担す
べき実質的な負債（債務）の割合。普通会計の地方債残高など確定している
債務のほか、退職金引当金額など予定される債務、地方公社や第三セクター
に係る債務補償など偶発的な債務までも含まれる。
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資産の部（村が保有する財産）
１ 固定資産 16,435,701
⑴ 有形固定資産（土地・建物等） 15,458,930
　　 事業用資産 8,459,137
　　 インフラ資産 6,907,412
　　 物品 92,381
⑵ 無形固定資産（ソフトウェア等） 0
⑶ 投資その他の資産 976,771
　　 投資及び出資金 102,730
　　 投資損失引当金 0
　　 長期延滞債権 5,507
　　 長期貸付金 120,000
　　 基金（その他基金） 719,063
　　 その他 30,000
　 徴収不能引当金 △ 529

２　流動資産 1,555,816
⑴ 現金貯金 243,802
⑵ 未収金 5,398
⑶ 短期貸付金 0
⑷ 基金（財政調整基金・減災基金） 1,306,864
⑸ 徴収不能引当金 △ 248

資産合計 17,991,517

純資産の部（現在までの世代が負担した金額）
固定資産等形成分 17,742,565
余剰分（不足分） △  2,785,685

純資産合計 14,956,880
負債・純資産合計 17,991,518

①貸借対照表（バランスシート）

④資金収支計算書

　村が住民サービスを提供するために現在保有しているすべての財産（資産）に対し、今後、将来世代が負担する債務
（負債）と、現在までの世代が負担してきた財産（純資産）を表す財務書類です。
　左側（借方）に資産、右側（貸方）に負債と純資産を表示し、左右の金額が一致することから「バランスシート」と
呼ばれています。

　１年間の歳計現金（資金）の出入りを経常的収支、公
共資産整備収支及び投資・財務的収支に区分し、どのよ
うな活動に資金を必要とし、その資金をどのように賄っ
たかを示しています。

②行政コスト計算書
　４月１日から翌年３月31日までの１年間の「経常的
に計上される行政サービスに係る費用」と「使用料など
の行政サービスの直接の対価として得られた収入」を対
比させた表です。
性質別行政コスト項目
経常費用 2,620,646 
業務費用（人件費・物件費等） 1,687,386 
移転費用（補助金・社会保障等） 933,260 

経常収益（使用料・手数料など） 95,126 
純経常行政コスト 2,525,520 
臨時損失 8,008 
災害復旧事業費 0 
資産除売却損 8,008 
投資損失引当金繰入額 0 
損失補償等引当金繰入額 0 

臨時収益 0 
純行政コスト 2,533,527 

期首（28年度当初）資産残高 50,470 
当期資金収支額
１　業務活動収支 372,645 
⑴ 業務収入 2,407,473 
⑵ 業務支出 2,034,828 
⑶ 臨時収入 0 
⑷ 臨時支出 0 

２　投資活動収支 △ 228,545
⑴ 投資活動収入 406,421 
⑵ 投資活動支出 634,966 

３　財務活動収支 43,437 
⑴ 財務活動収入 376,200 
⑵ 財務活動支出 332,763 

期末（28年度末）資金残高 238,008 
期末（28年度末）歳計外現金残高 5,794 
期末（28年度末）現金預金残高 243,802 

③純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したか
が把握でき、現在までの世代が負担してきた部分の増減
を示しています。
期首（28年度当初）資産残高 15,174,977 
純行政コスト △  2,533,527
財源 2,315,174
　 税収等 2,039,626
　 国県等補助金 275,548
本年度差額 △  218,353
固定資産等の変動（内部変動） 0
資産評価差額 0
無償所管換等 255
その他 0

本年度純資産変動額 △  218,098
期末（28年度末）純資産残高 14,956,880

【基礎的財政収支（プライマリーバランス）に関する情報】

収入総額 3,240,564

繰越金 △  50,470

地方債発行額 △  376,200

支出総額 △  3,002,556

地方債元利償還額 352,054

財政調整基金等積立額 42,150

基準的財政収支 205,542

負債の部（将来世代が負担する金額）
１　固定負債 2,657,270
⑴ 地方債 2,269,534
⑵ 長期未収金 0
⑶ 退職手当引当金 387,736
⑷ 損失補填等引当金 0
⑸ その他 0

２　流動負債 377,368
⑴ １年以内償還予定地方債 346,593
⑵ 未払金 0
⑶ 未払費用 0
⑷ 前受金・前受収益 0
⑸ 賞与等引当金 24,981
⑹ 預り金 5,794
⑺ その他 0

負債合計 3,034,638

平成29年３月31日現在   （単位：千円）
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村の奨学資金制度・利子補給金制度のご案内
　木祖村では、本人または保護者が村内に住所を有する学生へ、下記の制度で進学の支援を行って
います。

  1 木祖村奨学資金  
応 募 資 格　○進学の意欲と能力があり、経済的理由により修学が困難な者。
　　　　　　○品行方正、学力優秀、志操確実かつ心身が健全であること。
　　　　　　○他の奨学金制度との併用はできません （ただし 「木祖村居住希望者奨学資金」 は可）。
貸 付 金 額　○４年制大学　　　　：月額32,000円以内
　　　　　　○短期大学・専門学校：月額23,000円以内
　　　　　　○高等学校　　　　　：月額12,000円以内
償還の方法　○卒業した月の翌月から６年以内（うち据置期間が１年）に月賦で償還していただき

ます。

  2 木祖村居住希望者奨学資金  
応 募 資 格　○大学・短期大学・専門学校等に在学し、 卒業後に木祖村に居住する意思があること。
　　　　　　○品行方正、志操確実かつ心身が健全であること。
　　　　　　○本制度による貸与を過去に受けていないこと。
貸 付 金 額　○月額10,000円
償還について　○卒業後木祖村へ居住しない場合は、卒業した月の翌月から６年以内（うち据置期間

が１年）に月賦で償還していただきます。
　　　　　　○卒業後、木祖村に３年間居住することで償還が免除になります。

  3 教育資金借入利子補給制度  
応 募 資 格　○日本政策金融公庫『教育一般貸付』の他、指定の金融機関の教育ローン（木曽農業

協同組合、八十二銀行、長野銀行、松本信用金庫、長野県信用組合、長野県労働金
庫）が対象です。

　　　　　　○大学などの入学にあたり、教育資金として一定額（50万円以上～上限200万円）
を証書で借り入れた場合に対象となります。

補給の内容　○正規の就学期間内に限り、利率の２％相当部分（保証料を除く）を補てんします。
借入利率が２％以下の場合は、その利率となります。

○奨学資金・利子補給の申し込みに必要な書類は、木祖村教育委員会へ請求いただくか、木祖
村ホームページ（http://www.vill.kiso.nagano.jp/）からダウンロードしてください。
   （「分類で調べる」＞「子育て・文化・スポーツ」＞「教育委員会・学校」の順にリンクをク
リックしてください）

○申請受付期限
　奨学資金　平成30年４月27日㈮
　利子補給　平成30年５月31日㈭

○お問い合わせ
　木祖村教育委員会事務局　TEL 0264-36-3348
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❐ 本館
★特殊詐欺被害防止対策講座★特殊詐欺被害防止対策講座
　　２／18㈰　村民センター（22名参加）２／18㈰　村民センター（22名参加）
木曽警察署職員の方に来て頂き、詐欺の
パターンや注意すべき事、対策について
説明をして頂きました。

❐ 吉田分館 ❐ わら原分館
★研修旅行★研修旅行（20名参加）（20名参加）
　　12／10㈰　諏訪大社、諏訪湖遊覧12／10㈰　諏訪大社、諏訪湖遊覧
（諏訪大社参拝
と諏訪湖遊覧、
懇親会）

★研修旅行★研修旅行（８名参加）２／25㈰（８名参加）２／25㈰
飯田方面に行ってき
ました。
（水引き工芸、川本
喜八郎人形美術館、
イチゴ狩り体験）

　本館、分館共に平成29年度事業計画に基づいて活動を展開し
て参りました。より多くの村民の皆さんに公民館活動を知って頂
けるよう「広報きそ」を通して活動をお伝えして参りました。
　10月の文化祭展示会では、各分館共通でそれぞれ工夫をこら
して見ごたえのある作品の展示発表ができました。村民の皆さん
の制作パワーに感動しました。11
月の芸能祭は出演団体が昨年より少
なかったものの劇団ひのきと小木曽
分館、小木曽民謡保存会のコラボと
して演劇が上演され皆さんに楽しん
で頂く事ができました。
　11月には木曽郡公民館大会が木
祖村を会場として開催されました。
木曽郡内６町村から200名近くの参
加者が集い、６つの分科会に分かれ
てテーマ毎に発表会や意見交換を
行い見聞を深める事ができました。
又、木祖村をＰＲできた良い機会と
なりました。

　今後の課題として、多くの皆さんに公民館活動に参加して頂ける活動テーマの企画立案に努
めて参りますので皆さんのご支援・ご協力をお願いいたします。

  平成29年度 活動をふりかえって  

展示会展示会

大会長挨拶大会長挨拶

木曽警察署職員のお話 ! !木曽警察署職員のお話 ! !

絆を深めて ! !絆を深めて ! !

演劇演劇

講演会講演会

獅子舞獅子舞

諸葛孔明の人形前で ! !諸葛孔明の人形前で ! !
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 平成30年度村税等の納付について 
　平成30年度村税等の納付については下記の一覧表のとおりです。
　口座振替をご利用の方は原則各納付月の25日（土・日曜日、祝日の場合は翌日）に振り替えを
行いますので残高の確認をお願いします。口座振替は、八十二銀行、長野銀行、松本信用金庫、木
曽農業協同組合、長野県労働金庫及びゆうちょ銀行で取り扱っており、手続きは役場または各金融
機関窓口で行えますのでご利用ください。
　なお、年金受給者で住民税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料が特別徴収となる方は年金
から天引きされます。

 固定資産税について 
　平成30年度の固定資産税の納税通知書は５月上旬に発送されます。
　固定資産税は、毎年１月１日（「賦課期日」といいます。）に土地、家屋、償却資産（これらを総
称して「固定資産」といいます。）を所有している人がその固定資産の価格をもとに算定された税
額をその固定資産の所在する市町村に納める税金です。
　土地・家屋の所有者が亡くなったり、変わった場合は法務局で相続等の登記の手続が必要になり
ます。また、平成30年度の課税台帳の縦覧は４月２日から５月31日までの間の土日祝祭日を除く
午前９時00分から午後４時00分まで役場で行います。
（縦覧できる方は固定資産税の納税者や納税管理人です。）

その１

内容

月

税　　　目 納 期 限 等 住民税・国保・
後期高齢保険
特別徴収

（年金天引き）
固定資産税 住 民 税 軽自動車税

国民健康
保険税
(普通徴収)

後期高齢者
医療保険料
(普通徴収)

納 付 書
口 座 振 替

定期振替 ＊再振替

４月 第１期分 5/1  4/25  5/10  4/13
５月 第１期分 全期分 第２期分  5/31  5/25  6/11
６月 第１期分 第３期分 7/2  6/25  7/10  6/15
７月 第２期分 第４期分 第１期分  7/31  7/25  8/10
８月 第２期分 第５期分 第２期分  8/31  8/27  9/10  8/15
９月 第６期分 第３期分  10/1　  9/25 10/10
10月 第３期分 第７期分 第４期分 10/31 10/25 11/12 10/15
11月 第８期分 第５期分 11/30 11/26 12/10

12月 第３期分 第９期分 第６期分 固定 12/25
国保  1/4 12/25  1/10 12/14

１月 第４期分 第10期分 第７期分  1/31  1/25  2/12
２月 第４期分 第11期分 第８期分  2/28  2/25  3/11  2/15
３月 第12期分 第９期分 4/1  3/25  4/10

○平成30年度　月別納付税目等一覧表

＊「再振替」とは定期振替日に引き落としができなかった場合、再度引き落としを行う日です。

総務課税務係　☎＊＊36-2001お問い合わせ先
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を
受
賞
し
ま
し
た

　

木
祖
村
出
身
（
木
祖
小
学
校
、
木
祖
中
学
校

出
）、
平
成
24
年
か
ら
木
祖
中
学
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務
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健
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。
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は
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務
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し
て
、
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。

　

去
る
１
月
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に
、
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京
大
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・
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て
、
表
彰
式
が
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れ
ま
し
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受
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績
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学
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が
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科
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導
、
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ま
た
、
木
曽
教
育
会
自
然
調
査
委
員
会
の
委
員

や
委
員
長
を
務
め
、
理
科
教
育
の
振
興
に
寄
与
す

る
と
共
に
、
郡
内
臨
地
調
査
の
企
画
・
運
営
に
携

わ
り
ま
し
た
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な
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で
も
、
大
き
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被
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を
も
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ら
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平
成
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年
の
御
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噴
火
災
害
に
先
立
っ

て
、
御
嶽
山
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火
山
灰
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大
学
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や
地
質

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
専
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し
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が
ら
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組
み
、
研
究
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達
の
理
科
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か
せ
る
よ
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に
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試
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ま
し
た
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平
成
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に
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専
門
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関
講
師
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招
い
て
、
児
童
生
徒
に
御
嶽
山
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火
の
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能
性
や

火
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の
し
く
み
、
防
災
・
減
災
等
に
つ
い
て
の
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を
実
施
し
、
地
域
の
特
色
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る
教
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指
導
と
し

て
、
特
筆
す
べ
き
も
の
と
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
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理
科
教
師
と
し
て
、
自
然
科
学
や
豊
か
な
木
祖

村
の
自
然
と
常
に
向
き
合
い
、
子
ど
も
達
の
育
成

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
清
水
先
生
。
中
学
校

の
玄
関
上
が
り
口
に
は
、
い
つ
も
絶
や
す
こ
と
な

く
四
季
折
々
の
清
水
先
生
の
愛
鉢
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
今
２
月
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
が
受
賞

を
祝
う
か
の
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
５
回

長
野
県
中
南
信
地
区
ゼ
ビ
オ
カ
ッ
プ

レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
３
・
４
日
に
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
体
育
館

に
て
第
５
回
長
野
県
中
南
信
地
区
ゼ
ビ
オ
カ
ッ
プ

レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
木
祖
村
は
、
少
女
の
部
で
チ
ー
ム
「
源
流
ス

マ
イ
ル
」
が
３
位
入
賞
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で

チ
ー
ム
「
源
流
ケ
リ
ー
ジ
ョ
」
が
４
位
に
入
賞
し

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
! !

受賞おめでとうございます。

少
女
の
部
で

少
女
の
部
で

見
事
３
位
に
入
賞
し
た

見
事
３
位
に
入
賞
し
た
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ム
「
源
流
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マ
イ
ル
」
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ム
「
源
流
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ル
」
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ん

の
み
な
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ん
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デ
ィ
ー
ス
の
部
で
見

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
見

事
４
位
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賞
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た

事
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に
入
賞
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た

「
源
流
ケ
リ
ー
ジ
ョ
」

「
源
流
ケ
リ
ー
ジ
ョ
」

の
み
な
さ
ん

の
み
な
さ
ん
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１
歳
児
広
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
月
13
日

に
平
成
27
年
度
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
対
象

と
し
た
『
１
歳
児
広
場
』
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
お
子
さ
ん
の
一
年
の
成
長
の
記

念
に
、
お
絵
か
き
と
、
手
形
・
足
形
・
親
子

写
真
を
と
り
ま
し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
手

形
・
足
形
・
親
子
写
真
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
と
比
べ
改
め
て
大
き
く
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
、「
一
年
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
楽
し
み
に
す
る
」
そ
ん
な
ひ

と
時
で
し
た
。

「
お
ひ
な
さ
ま
」
を
作
り
ま
し
た

♪
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
に
〜
♪   

の
歌
を
歌
い
な
が
ら
お
ひ
な
祭
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
ひ
な
人
形
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
で

工
夫
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ッ
プ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
等
を
使

い
、
み
ん
な
ど
れ
も
か
わ
い
い
表
情
の
お
ひ

な
様
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
お
家
で
も
み
ん
な
に

見
て
も
ら
い
ま
す
。

　放課後児童クラブは、スタート時間が、低学年と高学年では
曜日で違います。学校の施設を借りているので、低学年が先に
くる日は、宿題や本を読んだりして静かな時間を過ごしていま
す。学級懇談会があった参観日に体育館を借りました。６年生
がレクリエーションとしてしっぽとりゲームをしていたので、
クラブの子ども達も一緒に遊ばせてもらいました。
　低学年の女子は体の大きい６年生と走るのを最初は怖がり、
見学していましたが、優しく誘ってもらい、合わせながら走っ
てくれたので楽しく参加できました。６年生と貴重な時間を一

保育園＆子育て支援センタ保育園＆子育て支援センターー
だよりだより

緒に過ごすことができました。
　子ども達は自分達が高学年に上がった時、低学年に優しくで
きる事でしょう。

放課後児童クラブ日記

ありがとう　6年生！ありがとう　6年生！

かわいくできましたー！かわいくできましたー！

こんなにこんなに
大きくなったよ。大きくなったよ。

上手に描けるように上手に描けるように
なったね～。なったね～。
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緊  急  当  番  医
月 日 医  院  名 町村名 電　  話 月 日 医  院  名 町村名 電　  話

4

1 奥 原 医 院 木祖村 36 - 2 2 6 4

5

3 古 根 医 院 大桑村 55 - 1 1 8 8
8 王滝村診療所 王滝村 48 - 2 7 3 1 4 田 沢 医 院 木曽町 44 - 2 0 0 8
15 下 島 医 院 木曽町 22 - 3 2 3 8 5 池 口 医 院 大桑村 55 - 2 0 0 2
22 ひよし診療所 木曽町 26 - 2 0 0 1 6 大 脇 医 院 上松町 52 - 2 0 2 3
29 原 内 科 医 院 木曽町 22 - 2 6 7 8 13 奥 原 医 院 木祖村 36 - 2 2 6 4
30 芦 沢 医 院 上松町 52 - 2 0 1 8 20 王滝村診療所 王滝村 48 - 2 7 3 1

27 下 島 医 院 木曽町 22 - 3 2 3 8
変更のある場合がありますので、ながの医療情報Net（http://www.qq.pref.nagano.lg.jp）にてご確認ください。

介
護
料
支
給
の
ご
案
内
及
び

介
護
料
支
給
の
ご
案
内
及
び

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

  

無
利
子
貸
付
の
ご
案
内

無
利
子
貸
付
の
ご
案
内

お知らせ
一
時
保
育
事
業
の 

 

利
用
時
間
に
つ
い
て　

　

一
時
保
育
事
業
の
利
用
時
間
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
午
後
4

時
ま
で
を
午
後
5
時
ま
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
な

ど
特
別
な
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、
保

育
園
の
保
育
標
準
時
間
の
範
囲
内
で
利

用
も
可
能
と
し
ま
す
。

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

１
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
業
委
員

が
４
月
１
日
付
で
村
長
か
ら
新
た
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

任
期
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
32
年
７
月
19
日
ま
で
で
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重

度
の
後
遺
障
害
（
自
賠
法
施
行
令
別
表

第
一
の
「
第
１
級
１
・
２
号
」「
第
２

級
１
・
２
号
」
に
認
定
、
著
し
く
は
同

程
度
）
を
持
つ
た
め
、
日
常
生
活
動
作

に
つ
い
て
「
常
時
」
又
は
「
随
時
」
の

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
に
、
次
の
通

り
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
額
（
月
額
）：

　

特
Ⅰ
種　

６
万
８
４
４
０
円
〜
 

13
万
６
８
８
０
円

　

Ⅰ
種　
　

５
万
８
５
７
０
円
〜

 

10
万
８
０
０
０
円

　

Ⅱ
種　
　

２
万
９
２
９
０
円
〜

 

５
万
４
０
０
０
円

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

 

無
利
子
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害
を
残
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

  

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
中
学
校
卒
業

ま
で
の
お
子
様
を
対
象
に
、
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
貸
付
額
（
無
利
子
）

　

は
じ
め
に
一
時
金
：

　
　
　
　

15
万
５
０
０
０
円

　

毎
月
：
２
万
円

　

入
学
支
度
金（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

　
　
　

：
４
万
４
０
０
０
円

●
返
還
方
法
：

　

中
学
校
卒
業
後
か
ら
６
ヶ
月
又
は

１
年
の
措
置
期
間
経
過
後
に
月
賦
又

は
半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
で

の
均
等
払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
さ
れ
た
場

合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人

 
自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

　

☎
０
２
６-

４
８
０-

０
５
２
１

　

FAX
０
２
６-

２
６
３-

１
５
７
０

　

URL http://w
w
w
.nasva.go.jp

　

住
所
：
長
野
市
南
長
池
７
１
０-

３

　
　
　
　

長
野
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
２
Ｆ

担
当
地
区

氏　

  

名

小
木
曽

中
田　

茂
己

12
区



　現在安曇野市在住で木祖村菅出身の篠原重道さんが
制作した鳥の立体彫刻を２月５日から９日まで中学校
にて、２月10日から15日まで小学校図書館で展示を
していただきました。小学校図書館では一般の方にも
公開し見ていただきました。
　野鳥を観察し、一羽一羽正確に形作られた50羽以
上の木彫の鳥は本物と見間違わんばかりのもので、小
中学校の児童生徒は、『この鳥見たことある』『こんな
鳥も木祖村にいるんだ』と彫刻をとおして自然との触
れ合いを感じていました。

広報きそ　347号（平成30年４月５日発行）
編集／発行：長野県木祖村　総務課
ＴＥＬ：0264-36-2001　ＦＡＸ：0264-36-3344
ホームページアドレス：http://www.vill.kiso.nagano.jp
この広報誌は、地域に優しい再生紙を使用しています 

村民のうごき　　（ ）内は対前月比

木祖村菅出身の篠原重道さんが
鳥の立体彫刻の展示をしてくださいました

人　口 男 女 世帯数

２月 2,933（－8） 1,368（－6） 1,565（－2） 1,123（＋1）

３月 2,931（－2） 1,368（±0） 1,563（－2） 1,122（－1）


